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目的 
高コレステロール血症等を対象とした核酸医薬の臨床開発を通じて、核
酸医薬の安全性・有効性の評価方法を確立 
＠薬学部を中心に（部局としての責任を果たし、最大限にｻﾎﾟｰﾄ）、医学部・病院（阪大・国循）といった臨床、創薬を 
指向した産官学が強固に一体化し、人材交流・人材育成を密に推進しつつ、本邦初の革新的な核酸医薬の創出に貢献する 

 
目標 
研究３年目終了時：ガイダンス作成 
研究４年目より： 臨床試験（安全性試験・POC試験） 
 
連携機関 
・大阪大学医学系研究科・医学部付属病院 
 （未来医療センター／臨床試験部） 
・国立循環器病研究センター 
・国立医薬品食品衛生研究所（NIHS） 
・独立行政法人医薬品医療機器総合機構（PMDA） 
・（株）ジーンデザイン 
・医薬基盤研究所（NIBIO） 

本事業の概要 
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核酸医薬の臨床開発に向けた安全性・有効性評価の確立・人材育成 
～薬学ならではの創造力・推進力～ 
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